
カ  令 和 ５ 年 度 予 算 の 概 要  

令 和 ５ 年 度 流 山 市 下 水 道 事 業 会 計 予 算 は 、 業 務 の 予 定 量 を 排

水 区 域 内 人 口 １ ９ ４ ， ４ ０ ０ 人 、 年 間 有 収 水 量 １８，４１７，０００

立 方 メ ー ト ル と し て 予 算 編 成 を 行 っ た 。  

収 益 的 収 支 に つ い て は 収 入 を ３ ， ９ ０ ９ ， ６ ５ ８ 千 円 、 支 出

を ３ ， ７ ９ ３ ， ６ ２ ９ 千 円 で 計 上 し 、 資 本 的 収 支 に つ い て は 、

収 入 を １ ， ７ ７ １ ， ７ ５ ５ 千 円 、 支 出 を ３ ， １ ５ ５ ， ５ ７ ４ 千

円 で 計 上 し た 。  

収 益 的 支 出 の 主 な も の は 減 価 償 却 費 １ ，６ ４ ７ ，１ ７ ８ 千 円 、

流 域 下 水 道 維 持 管 理 費 １ ， ４ ２ １ ， １ ９ ４ 千 円 な ど で あ る 。  

ま た 、 資 本 的 支 出 の 主 な も の は 、 管 路 改 良 費 １，４５６，８６０

千 円 、つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 事 業 費 ３ ６ ２ ，８ ３ ８ 千 円 、

企 業 債 償 還 金 １ ， ０ ０ １ ， ７ ４ ９ 千 円 な ど で あ る 。  

令 和 ５ 年 度 予 算 の 編 成 に あ た っ て は 、 市 の 予 算 編 成 方 針 等 の

内 容 を 踏 ま え つ つ 、「 流 山 市 総 合 計 画 後 期 基 本 計 画 」、「 流 山 市 流

域 関 連 公 共 下 水 道 基 本 計 画 」、「 流 山 市 汚 水 適 正 処 理 構 想 」 及 び

「 流 山 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 基 づ き 、 過 去 ３ 年 間 の 状 況 等

を 勘 案 し た 予 算 と し た 。  

ま た 、 つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 事 業 の 進 捗 に 意 を 払 っ た

施 設 等 の 整 備 ・ 更 新 に 取 り 組 む ほ か 、 災 害 や 水 道 事 故 、 漏 水 、

溢 水 等 へ の 備 え も 視 野 に 入 れ 、「 快 適 な 生 活 環 境 の た め の 下 水 道

整 備 の 推 進 」 を 目 指 し 、 以 下 の 方 針 に 従 い 、 職 員 の 創 意 工 夫 を

結 集 し て 事 業 経 営 の 安 定 堅 持 に 意 を 払 っ た 内 容 と し た 。  

（ ア ） 本 市 を 取 り 巻 く 社 会 経 済 情 勢 や 、 一 般 会 計 等 に お け る 行 財

政 の 動 向 を 踏 ま え る と と も に 、 令 和 ３ 年 度 の 決 算 審 査 、 議 会

各 会 派 や 監 査 委 員 か ら の 意 見・要 望 等 に つ い て 十 分 に 検 討 し 、

必 要 に 応 じ て 予 算 に 反 映 す る 。  

（ イ ） 人 口 の 伸 び や 事 務 処 理 件 数 の 増 大 な ど に 伴 い 、 必 然 的 に 増

加 す る も の に あ っ て は 、 単 価 の 節 約 や 手 段 の 変 更 な ど 、 経 費

の 削 減 に 向 け た 予 算 と す る 。  

（ ウ ） 各 事 業 最 新 の 計 画 ・ 経 営 戦 略 の 方 向 性 に 則 り 、 そ の 必 要 性

や 優 先 度 、 効 率 性 な ど を 十 分 に 検 討 の 上 、 予 算 要 求 す る 。 予

算 見 積 額 の 計 上 に 当 た っ て は 、 仕 様 書 を 作 成 し 、 市 外 業 者 １



社 を 含 む 計 ３ 社 以 上 か ら 見 積 り を 徴 す る 。 ま た 、 担 当 課 作 成

の 金 抜 き 設 計 書 に よ る 見 積 り 依 頼 は 行 わ な い 。 公 共 工 事 に つ

い て は 、 令 和 ６ 年 度 か ら 週 休 ２ 日 制 工 事 が 義 務 と な っ て い る

こ と を 考 慮 し 、 可 能 な 範 囲 で 発 注 工 事 の 週 休 ２ 日 制 を 採 用 し

た 設 計 で 予 算 を 計 上 す る 。 な お 、 入 札 対 象 案 件 （ 設 計 委 託 ・

コ ン サ ル 等 の 指 名 競 争 入 札 案 件 を 含 む ） に つ い て は 、 必 ず 入

札 参 加 有 資 格 業 者 名 簿 の 同 一 業 種 内 の 登 録 業 者 （ 有 効 期 限 内

に Ｉ Ｃ カ ー ド を 保 有 し て い る 事 業 者 ） か ら 見 積 り を 徴 す る 。  

（ エ ） 管 網 の 整 備 に 当 た っ て は 、 配 給 水 管 台 帳 マ ッ ピ ン グ シ ス テ

ム を 活 用 し 、 老 朽 管 整 備 の ほ か 、 市 の 道 路 ・ 河 川 等 の 予 算 査

定 状 況 を 十 分 踏 ま え て 予 算 要 求 す る も の と し 、 つ く ば エ ク ス

プ レ ス 沿 線 土 地 区 画 整 理 地 区 内 の 整 備 及 び 未 給 水 地 区 、 下 水

道 未 普 及 地 区 の 解 消 に 向 け た 拡 張 事 業 な ど の 推 進 に も 取 り 組

む 。  

（ オ ） 施 設 設 備 の 更 新 ・ 改 善 に つ い て は 、 快 適 な 生 活 環 境 の た め

の 下 水 道 整 備 の 推 進 を 目 指 し た 予 算 と す る 。  

（ カ ）財 源 に つ い て は 、補 助 金 、負 担 金 等 の 確 保 に 努 め る 。な お 、

そ の 際 に は 算 出 根 拠 を 明 ら か に す る 。 ま た 、 補 助 金 の 概 算 要

求 を 踏 ま え 計 上 す る 。  

（ キ ） 流 山 市 上 下 水 道 局 に お け る 会 計 間 の 負 担 に 関 す る 事 務 取 扱

要 領 は 、 内 容 に つ い て 検 討 す る も の と し 、 令 和 ５ 年 度 予 算 に

つ い て は 、 そ の こ と を 勘 案 し た も の を 計 上 す る 。  

（ ク ） 単 年 度 で の 事 業 展 開 が 困 難 な も の に つ い て は 、 継 続 費 や 債

務 負 担 行 為 を 設 定 （ 議 決 事 項 ） す る 必 要 が あ る の で 、 そ の 旨

予 算 要 求 見 積 書 に 明 示 す る 。 ま た 、 設 定 済 の 継 続 費 や 債 務 負

担 行 為 の 変 更 に つ い て は 、 設 定 年 度 に 限 り 補 正 す る こ と が で

き る の で 、 新 た な 事 業 費 の 追 加 に つ い て は 、 別 途 債 務 負 担 行

為 の 設 定 等 を す る 。  

（ ケ ） 特 に 工 事 、 測 量 ・ コ ン サ ル の 予 算 計 上 に あ た っ て は 、 夏 期

の 管 理 者 ヒ ア リ ン グ の 結 果 を 反 映 し 、優 先 的 に 予 算 計 上 す る 。 

（ コ ） 繰 越 工 事 が 多 く な っ て い る こ と か ら 工 期 を 含 め 設 計 の 精 度

を 上 げ 、 安 易 な 設 計 変 更 に よ る 予 算 流 用 ・ 予 備 費 充 当 は 避 け

る と と も に 、 適 正 な 時 期 に 適 正 な 手 続 き を 経 た 上 で 発 注 に 努



め る 。 な お 、 当 初 予 算 計 上 の な い 工 事 を 行 う こ と に な っ た 場

合 に は 、 補 正 予 算 で 対 応 す る こ と と す る 。  

（ サ ） 豪 雨 や 竜 巻 、 地 震 等 に よ る 災 害 が 国 内 各 地 で 発 生 し て い る

こ と か ら 、 災 害 対 策 や 救 援 に か か る 費 用 に つ い て は 、 必 要 に

応 じ て 検 討 の 上 予 算 要 求 す る 。  

（ シ ）つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 事 業 に 伴 う 経 費 等 に つ い て は 、

適 正 に 計 上 す る 。  

（ ス ） 収 入 確 保 の 観 点 か ら 水 洗 化 の 向 上 に 努 め る 。  

キ  下 水 道 事 業 の 経 営 方 針  

令 和 ３ 年 度 末 の 普 及 率 が 対 前 年 度 比 ０ ． ３ ８ ポ イ ン ト 上 昇 し

９ ２ ． ３ ０ パ ー セ ン ト と な り 、 収 益 的 収 支 全 体 で は 約 １ 億 ８ 千

万 円 の 黒 字 と な っ た が 、 事 業 全 体 の 資 金 は 依 然 と し て 非 常 に 厳

し い 状 況 で あ る 。  

経 営 安 定 化 の た め 、 引 き 続 き 国 庫 補 助 金 等 の 収 入 を 確 保 す る

こ と と 、 一 般 会 計 か ら の 繰 入 金 を 基 準 内 満 額 受 け 取 る こ と 、 併

せ て 経 費 節 減 を 図 る こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 令 和 ６ 年 度 末 ま

で に 整 備 の 概 成 を 目 指 し て い る こ と か ら 、 今 以 上 に 効 率 的 な 事

業 運 営 を 推 進 し て い か な け れ ば な ら な い 状 況 に あ る 。  


